


　新型コロナウイルスは就職活動

や入試にも深刻な影響を与え、登

校そのものを控える子どもや給食

時間短縮など様々な状況が報告さ

れています。また、感染症対応の

最前線となる公立学校共済組合の

直営病院で働く公立連合の仲間に敬意を表します。

　日教組は、学校における働き方改革を推進し「給特

法改正」の実現と40年ぶりの義務標準法改正による小

学校６年生までの35人学級を実現させました。今年は、

教員免許更新制が廃止の方向ですすみます。

　今年７月の参議院選挙では比例代表の｢古賀ちかげ｣

さんの勝利にむけ、組織一丸となって邁進してくこと

が必要です。子どもたちに平和で民主的な社会を引き

継ぐため、憲法・子どもの権利条約の理念のもと教育

改革を展開し、とりくみを強化していきましょう。

日本教職員組合 中央執行委員長　清水　秀行

　子どもの個性は育む学校教育をつ

くり、多様な選択肢を確保したいと

考えています。そして、子どもは、 

社会で育てるという価値観を、子育

て家庭への経済的な支援により具体

化します。さらに、大学の授業料引

き下げや奨学金の充実により教育費負担の低減と人材

育成の活性化をめざします。

　また、男女共同参画の推進、ジェンダーやジェネレ

ションにおける公平と公正、LGBTQへの理解の推進、

選択的夫婦別姓や同性婚を巡る諸課題などに、多様性

を旨とし包摂を重んじる立場から取り組みを進めます。

　あけましておめでとうございます。

日々子どもたちのためにご尽力され

ている教職員の方々に心より敬意を

表します。

　昨年は改正義務標準法が成立し、

公立小学校の｢35人学級｣が実現する

ことになりました。さらに教員免許更新制度の廃止方

針が決まるなど、改善のきざしがある一方で、教職員

の業務負担を減らす施策はいまだ後手に回っています。

　教職員のみなさまが働きやすい環境をつくるために、

本年もがんばってまいります。

　昨年もコロナ対策に明け暮れた一

年となりました。皆さまにとっては、

多忙極まる中での教育活動、感染症

対策に敬意と感謝を申し上げます。

　さて通常国会に教員免許更新制度

の廃止に向けた法案が提出予定です。

文科省にはこの悪法の徹底した総括、今後のとりくみ

の説明責任を果たさせることが重要です。

　私事ですが皆さまの温かいご支援で３期18年、参議

院議員として務められたことに心から御礼を申し上げ

ます。古賀ちかげさんが後継として比例代表で立候補

予定です。平和憲法維持・民主教育の確立・女性参画

推進の実現のために、皆さまのご支援をよろしくお願

い申し上げます。

清水 秀行

人間の個性を大切にし、子どもを

　　　産み育てたいと思う社会にしよう！

衆議院議員　小川　淳也
（立憲民主党香川県総支部連合会代表）

教職員のみなさまが働きやすい環境をつくるために

参議院議員　水岡　俊一
（日教組・日教組香川推薦、元中学校教員）

平和と民主教育確立のために

参議院議員　那谷屋　正義
（日教組・日教組香川推薦、元小学校教員）

　昨年も、新型コロナウイルス感染

症を常に意識しながらの一年でした。

そのような中、学校は可能な限り通

常の学校生活が送れるよう、工夫と

努力を重ねる日々ではなかったかと

思います。リモート授業の整備など、

新たな対応も求められています。

　教職員のみなさまが、生き生きと教育活動に専念で

きる環境整備は喫緊の課題です。引き続きみなさまと

一緒に教育を取り巻く課題にとりくんでまいります。

生き生きと教育活動に専念できる環境整備を

古賀　ちかげ
　（日教組・日教組香川推薦、参議院立候補予定者、元小中学校教員）



　昨年も新型コロナウイルスが猛威

を振るい、次代を担う子どもたちが

集う学校現場でご苦労される中、教

員の働き方改革やＧＩＧＡスクール

構想など、変化も多い１年であった

と察します。昨年の総選挙において

も各政党ともに「子ども」へ力点を置いた政策が並べ

られていましたが、真に子どもたちに向き合える教育

現場を作らなくてはなりません。そのためにも重要な

役割を担う日教組香川の更なるご発展とご活躍を祈念

いたします。

　香川県人権・同和教育研究協議会

は、「人権と共生の社会」の実現を

めざし、「差別の現実から深く学ぶ」

ことをとおして、一貫して被差別の

立場に立ち、教育・保育内容の創造、

地域の教育力の向上に努めています。

　子どもたちの確かな未来のために、すべての人の人

権が保障されるよう、これまで取り組んできた同和教

育の成果と手法を生かし、人権教育・啓発を推進して

まいります。

　障がいのある子ども、被差別部落

の子ども、民族的マイノリティーや

外国につながる子ども、性的マイノ

リティーの子どもなど人権が抑圧さ

れていますが、学校は、多様な子ど

もたちがともに育つ場であり、だれ

一人として排除されることは許されません。すべての

人の人権が尊重される社会の実現をめざしていくこと

が重要です。

　「民主教育をすすめる香川県民会議」に結集しなが

ら一緒になって運動を前進させていきましょう。

　教育への政治的介入は、戦前・戦

中教育の復古をめざしていて危機的

状況であります。

　本年は全国水平社創立１００周年

の節目の年となります。私たちは先

人たちの思いや願いを胸に、部落差

別をはじめ、あらゆる人権課題の解決をめざすととも

に、とりわけ子どもたちの生きる権利、学ぶ権利を守

るとりくみに力を入れ、皆様方とともに連帯して運動

を推し進めていきます。

　日頃より、子どもたちの未来のた

めにご奮闘されている日教組香川の

皆さんに心より敬意を表させていた

だきます。

　一昨年から続くコロナ禍において、

学校現場では気を緩めることもでき

ず、本当にご腐心されていると思います。また、自己

責任が跋扈する社会において、寛容さや多様性が喪失

しそうななかですが、引き続き平和と人権、民主主義

を守るために今年も共に頑張っていきましょう。

　人権尊重の意識は、人権・同和教

育の実践により高まりをみておりま

す。

　子どもたちの人権保障をめざした

人権・同和教育をすすめるなか、新

型コロナウイルス感染症やLGBTQ

など多様な人権課題解決についての教育もお願いする

とともに、本年が、皆様方にとって、飛躍の年になり

ますようご活躍を祈念申し上げます。

子どもたちに向き合える教育現場を

連合香川 会長　福家　良一

「人権と共生の社会」 の実現をめざして

香川県人権・同和教育研究協議会 会長　奈良　博史

すべての人の人権が尊重される社会の実現をめざして

香川県平和労組会議 議長　廣瀬　透

あらゆる人権課題の解決をめざして

部落解放同盟香川県連合会 執行委員長　北山　武

平和と人権、民主主義を守るために

自治労香川県本部 中央執行委員長　大熊　正樹

人権課題解決についての教育を

ＮＰＯ法人香川人権研究所 理事長　岡　敦憲

明けましておめでとうございます

応援します、日教組香川

明けましておめでとうございます

応援します、日教組香川



米田県議（立憲みらい）総務委で質疑

　県人事委、教職員の在校等時間を知っていながら

　　　報告せず、やっぱり無視される教職員

米田県議（立憲みらい）総務委で質疑

　県人事委、教職員の在校等時間を知っていながら

　　　報告せず、やっぱり無視される教職員
　１１月２９日、米田県議（立憲みらい）が、県議会

総務委員会で、今年度の人事委員会報告と勧告におけ

る、参考資料「勤務時間等関係資料」における「教育

職員等の超過勤務時間」が、県立学校の事務職員のみ

の超過勤務時間を報告してきた問題で質問をしました。

　以下、その質疑状況です。

　なお、今回の質疑で明らかになったことは、県人事

委員会は、教職員の勤務実態状況、在校等時間を把握

しながら、「超過勤務時間と勤務時間は違う」という

詭弁を使い、私たちの在校等時間であらわされる超過

勤務時間を無視しました。その姿勢は大きな問題であ

ると言えます。

米田県議「人事委員会勧告の中の勤務時間関係資料の

表記について、昨年までは、教育職員は、いわゆる

「給特法」により「教職調整額が支給されているため、

超過勤務手当等の算定基礎となる超過勤務時間は把握

されていない。」との注釈がついて、空欄として処理

されていた。

　ところが今年度は、月平均の超過勤務時間として、

平成３０年度は２．３時間、令和元年度は４．２時間、

令和２年度は４．６時間と実態とかけ離れた数字が表

され、目を疑った。その数字は「教育職員等の区分は、

同事務職員の平均時間数」であるとの注釈がつけられ

てはいるが、圧倒的多数派である教員の実態を反映し

ない数字を載せることに何の意味があるのか。なぜこ

のような表記をすることになったのか、どのような検

討の下でこのような変更をするに至ったのか、議論と

経緯について明らかにしていただきたい」

森岡人事委員会事務局長「本県の人事委員会報告にお

いては、参考資料として、職員１人当たりの月平均超

過勤務時間数を、部局ごとに集計し、公表していると

ころである。委員御指摘のとおり、昨年までは、教育

委員会部局について、事務局職員と教育職員に区分し、

教育職員については、超過勤務手当の対象とならない

ことから、空欄としていた。

　しかしながら、これまでの資料では、県立学校の事

務職員が対象から漏れていることが判明したため、教

育委員会についても、知事部局にならって、事務局職

員と学校職員に区分し、学校職員については、超過勤

務時間を管理している学校事務職員の平均時間を計上

したものである。」

米田県議「答弁が不足している。なぜ教育職員を含め

て表示するという判断に至ら

なかったのか。多数派である

教育職員の状況を示すという

判断ができなかったのか。補

足していただきたい。」

森岡人事委員会事務局長「事

務職員については先ほど申し

上げたとおりであるが、教育

職員については、超過勤務手

当等の支給対象とならないこ

とから、超過勤務時間と同様に取り扱うことは難しい

と判断し、計上していない。」

米田県議「穿った見方をすれば、実際の超過勤務時間

を載せるとあまりにハレーションが大きくなるから載

せなかったのではないかと思ってしまう。職員団体か

らの「おかしい」との指摘に「データを調べることが

できない」と答えたと聞いたが本当か。昨年４月から

学校現場では「時間外在校等時間」を把握するように

なった。教育委員会はデータを持っているのではない

か。」

森岡人事委員会事務局長「時間外在校等時間について

は、給特法の改正を受け、昨年４月から教育委員会規

則で、原則として１か月４５時間、１年３６０時間の

上限が設定されたところである。この規則の執行状況

については、もちろん教育委員会において把握されて

おり、本年６月県議会の文教厚生委員会においても、

「県立高校等で時間外在校等時間が月４５時間を超え

ている割合が最も多い月では５４．９％の教員が超え

ており、年間では６４．６％の教員が３６０時間を超

えている。」といった状況について説明した旨伺って

いる。

　人事委員会においても、教育委員会から同様の説明

を受けており、本年の報告の中で言及したところであ

り、教育職員の時間外在校等時間について「把握でき

ない」と説明したことはない。

　また、先ほど答弁したとおり、教員の業務量につい

て適切に管理するため、時間外在校等時間の上限の設

定がなされたところであり、本年の人事委員会の報告

の中で、どのように取り扱うかについても、委員会の

中で検討を行った。

　結果的に、参考資料については、これまでの継続性

等を考慮して、超過勤務手当の対象となる学校事務職

員の平均時間を計上することとし、教育職員の時間外

米田県議(立憲みらい)



在校等時間については、報告本文で言及することとし

た。

　超過勤務時間と時間外在校等時間とは、定義が異な

るものであり、同一に取り扱うことは困難と考えてい

るが、報告の中での取り扱いについては、今後も教育

委員会とも相談しながら、検討していきたい。

米田県議「人事委員会は「任命権者においては、超過

勤務命令の上限時間等が設定された趣旨及び昨年度の

超過勤務の実態等を踏まえ、総実勤務時間の短縮に向

けた取組をより一層進めていくほか、引き続き適切な

勤務時間管理を行う必要がある。本委員会としても、

引き続き規則の遵守状況の把握に努め、必要に応じて

任命権者に対し指導・助言等を行っていく。」と報告

している。データなしで、どうして「長時間勤務が常

態化」していると言えるのか。

　また、人事委員会勧告を実施している都道府県、政

令市において同様の表記をしている団体はどの程度あ

るのか。

森岡人事委員会事務局長「令和３年の各都道府県等の

人事委員会報告を見ると、職員の平均超過勤務時間を

掲載しているのは、都道府県では本県を含めて５県、

政令市では２市となっており、それらはいずれも教育

職員を対象外としているところである。

　人事委員会報告本文を作成するにあたり、参考とす

る資料には非常に多くのものがあり、そのすべてを参

考資料として掲載することは難しいと考えている。

米田県議「多くの団体が従前どおりの表記にしている

ということか。」

森岡人事委員会事務局長「多くの団体が従来から勤務

時間に関するデータを掲載していないということであ

る。」

米田県議「教育職員については「時間外在校等時間」

で管理するという制度になっている。超過勤務手当等

が支給されるかどうかではなく、勤務時間の管理が必

要である。全国人事委員会事務局長会議等の場で問題

提起し、全国で歩調を合わせて取り組む考えはない

か」

森岡人事委員会事務局長「教育職員の勤務時間の管理

については全国共通の課題であると認識している。他

の都道府県等の状況も伺いながら、対応を考えてまい

りたい」

米田県議「来年の人事委員会報告においては、その決

意を形に表していただきたい」

12．26 女性部学習会12．26 女性部学習会
　１２月２６日（日）、丸亀市土器コミュニティー

センターで、女性部「冬の学習会」として、フィッ

トネスインストラクターの角野仁美さんによるヨガ

教室が開かれました。

　ヨガ教室後は、中津万象園で昼食会を行い、交流

を深めました。

　冬休みに入り、ようやくほっとできるこの時期に

心と体の一年の疲れを癒してもらおうと、ヨガ教室

を開催しました。冬晴れの日射しが差し込み、飯山

や青の山を望みながらのヨガになりました。日ごろ

動かせていない関節や筋肉をじっくりとのばしてい

きます。約一時間のレッスンでしたが、あっという

間の１時間でした。

　ヨガの後は角野さんも一緒に中津万象園のお庭を

望むお部屋でランチをしながら、生理用品の設置や

コロナ対策で振り回されている学校の現状を話し合

いました。生理用品を置く前にそもそもトイレが不

衛生すぎる！男女のトイレの仕切りが上が開いた改

修が進まない。ＰＴＡ任意加入が高松市でも始まる。

など多方面から教育についての話題が上りました。

　参加者からはゆったりと自分の体と向き合えて良

かった、このタイミングで心と体をリセットできて

よかった、呼吸は大事だなと感じた、景色がいいと

ころで人と話せて心が解放された感じがした、教員

以外の視点から話が聞け

て良かった、という感想

が寄せられました。

　

（参加者の感想）

「ゆったりと自分の体と

向き合えてよかったです」

「このタイミングで体も

心もリセットできてよか

ったです」「呼吸は大事。

無意識に止めていること

がある。子どもにも呼吸について伝えたい」「万象

園の景色も見ながら年末に、いいリラックスができ

ました。教員以外の視点から話ができてよかったで

す」「いろいろな人と話ができて、景色もいいとこ

ろで、心が解放されて良かったです」

次回の女性部「春の学習会」

　日時　３月２６日（土）１３：３０～

　場所　マリンパレスさぬき

　内容　「教育実習生から見た学校」

　　　　アメリカと日本の学校、そして生活を比較

　　　　して（仮題）

を予定しています。

講師は角野仁美さん
(フィットネスインストラクター)



授業で使える小技や小ねた（割合の雑学いろいろ）㉑
教育実践講座 Ⅱ　

割合の問題っていつごろからあったのだろう？
　全国の子どもたちを悩ませている割合の計算問題というの
は日本ではいつごろからあったのでしょう？
予想
　ア奈良時代　　イ室町時代　　ウ戦国時代　
　エ江戸時代　　オ明治時代
解説
　７０１年に唐の律令制をまねて日本でも律令制が導入され
ます。その中で国に支払う税の仕組みも決められました。そ
れが「租庸調」です。租は今でも租税という言葉が残るよう
に最も基本となる税金のことで、口分田をもらった農民がそ
の収穫に応じて支払う税金です。税金は物納（お米）です。
その税率は田１段につき２束２把であったと伝えられていま
す。収穫量に対しておおよそ３％から10％ぐらいではなかっ
たかといわれています。
　この当時には割合という言葉はありません。「率」と言っ
ていたようです。このような計算方法は中国から伝わってい
ます。奈良時代のお役人は一生懸命に中国の算数を研究した
といわれています。そんな算術書の中から面白い割合の問題
を中国最古の算数教科書「算数書」（紀元前２世紀あたり）
より一問出してみましょう。
問題
　犬・狸・狐が関所を出ようとしています。しかし、関所税
が111銭かかります。犬が狸に、狸が狐に「あなたの皮は私
の２倍の値が付くので税金も値打ちに応じて払うべきだ」と
いいました。それぞれ税金はどれだけ払わないといけません
か？
答え
　犬は、15銭 6/7。狸は、31銭 5/7。狐は63銭 3/7。
解き方
　それぞれを倍にして（１、２、４）あわせ、７を「法」と
する。税金をそれぞれに掛けて「実」として割り算をする。
　ちょっとわかりにくいので図で説明します。
　これはちょっとひねった比例配分の問題で、まずそれぞれ
の分担比を考えます。

　そうすると１：２：４の割合で税金を分けないといけない
ということが分かります。つまり税額１１１銭を７等分して
犬は１／７の負担、狸は２／７の負担、狐は４／７の負担に
なるのです。
　それにしても自分の毛皮を売る獣を問題の素材に持ってく
るところなど面白いです。教科書を楽しくする工夫を何千年
も前の人たちが考えていたことに驚かされます。私立中学校
の入試問題もこのくらいのユーモア感覚を持てないものでし
ょうか？
・日本の算数問題　
　日本では、奈良時代に中国の算数書を取り入れて実用的な
算術が役人の間で学ばれました。平安時代になると、ある程
度の計算は貴族の教養として広まっていたようで、万葉集の
中には九九を使った和歌があることが知られています。
　その後、読み書き算術は役人や貴族だけのものではなく、

庶民の生活技術として広まりを見せ始
めます。特に貨幣経済が発達する12世
紀から15世紀には商業算数が広まり、
いくつかの教科書が使われたといわれ
ます。現存する当時の教科書で一番古
い教科書が龍谷大学にあります。「算
用書」です。この算用書を見てみると、
実にたくさんの割合の問題がみてとれ
ます。その中には実用的な利子計算や
税の計算がたくさん載っています。こ
の本が「割合」という言葉が出た最初
の本ではないかと思います。
算用書の問題　＜利息算＞算用書の問題　＜利息算＞
　米十石を年五割の利息で貸した時10年でいくらになるか？米十石を年五割の利息で貸した時10年でいくらになるか？
　これはどうやら複利計算であったらしく十石×(1＋0.5)10

の計算をするようになっています。また、「元利合わせて百
石のコメの元は何石か」という問題もあります。
　100÷(1＋0.5)10で求めるとあります。
　この元金を求める計算はかなり難しい計算であったろうと
思います。ただ、この時代の算数書を見ると、今の教科書と
違って、＜出題→答え→解きかた＞＜出題→答え→解きかた＞という方式で書かれてい
て（え、答えはいくつになるのかな）→（ああ、答えはこう
なるのだ）→（なるほどこんな風に解くのだ）というように
学習が構成されています。このやり方は中国の古代の「算数
書」や「九章算術」などの方式を手本にしたためです。その
後の教科書も同じで、江戸時代に一説には推定発行部数100
万部ともいわれる算数書「塵劫記」（吉田光由）にも踏襲さ
れています。（塵劫記は1627年に出版されたが人気を博した
ためその後、海賊版が全国各地で出版され、それらを合計す
ると100万部くらいではないかといわれる。）
・塵劫記に見られる割合の問題も見ておきたいと思います。
＜知行物成＞＜税の計算＞＜知行物成＞＜税の計算＞
・コメの収穫高が35200石で税が6割5分であるとすればこの・コメの収穫高が35200石で税が6割5分であるとすればこの
税はいくらか？35200×0.65＝税はいくらか？35200×0.65＝
・コメの収穫量が32500石で税が22880石であったとすれば１・コメの収穫量が32500石で税が22880石であったとすれば１
石当たりの税の割合はいくらか？　22880÷35200＝石当たりの税の割合はいくらか？　22880÷35200＝
・税が６割５分として、それが22880石であった。この時の
収穫量はいくらか？　　　22880÷0.65＝
　比の３用法とか○○の３用法という分類がいつのころから
始まっていたのかわかりませんが、この塵劫記の問題を見る
と吉田光由ははっきりとこの３用法を意識していたと思われ
ます。これらの問題の理解度は分かりません。しかし、多く
の人が望んで学んだことや生活に密着した必要な算術であっ
たことから考えると、理解度は現在と違ってかなりよかった
のではないかと思います。
　商家はともかく農民には算術は必要なかったのではないか
と思われる方もいると思います。実は農民にとって算術はと
ても重要だったのです。というのは年貢の計算を農民自らも
行ったからです。江戸時代の年貢は４公６民とか５公５民あ
るいは６公４民とかいう高税率です。しかし、それは収穫量
から様々な諸費用を差し引き残った収穫高に対して掛けられ
ていました。また、その年の出来具合や例年との比較を通し
て役人と税率のやり取りをしていたようです。ですから庄屋
や本百姓はそういった計算ができないといけません。また、
当然文章の読み書きや役所の文章の書式も使いこなせないと
いけませんでした。そんなこともあり日本の江戸時代は識字
率も高く、たくさんの人が読み書き算術にたけていたのです。
（次号に続く）

石原清貴氏

石原清貴（元小学校教員）

2 倍

2 倍 

犬１  ：  狸２  ：  狐４  税 111 銭の 犬 1/7 倍  狸 2/7 倍 狐 4/7 倍 





２０２２　 １ 　２０　　木　１８：３０～２０：００ 


